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この報告書は、日本銀行武田寮建設工事に先立って実施された武田城下町遺跡の発掘調

査の成果をまとめたものです。

瑯問ヶ崎の地に武田信虎により館が構えられたことにより本市の歴史が始まることにな

りますが、武田氏により整備された城下町は館から3.5 km離れたこの地域まで範囲が及ん

でいたとされています。またこの場所は、甲府城二の堀に35mと ほど近く、徳川家康が

滞在したと伝えられる尊然寺の古地の一角に位置します。

今回の発掘調査により、中世から近世に至るまでの遺物が確認されたことは、両時期に

わたる土地利用を解明するための手がかりを得ることができ、貴重な資料が確認されたこ

とと考えています。本報告書が多くの方々の研究資料としてご利用していただければ幸い

です。

末筆ではありますが、一連の発掘調査及び報告書の作成にあたリー方ならぬご協力いた

だいた日本銀行様をはじめといたします関係者、関係機関ならびに調査・整理作業に従事

されました方々に厚く御礼申し上げますとともに、本市文化財保護行政の更なる推進に引

き続き御助力いただきますようお願い申し上げます。

平成 23年 2月

甲府市教育委員会

教育長 長谷川 義高



例

1。 本書は甲府市武田三丁目239番及び 257番の一部に所在する武田城下町遺跡の発掘調

査報告書である。

2.本調査は、日本銀行による武田寮建設工事に伴うものであり、日本銀行との委託契約に

基づき甲府市教育委員会が実施した。

3.調査経費は、試掘調査を甲府市教育委員会が、本調査を日本銀行がそれぞれ負担した。

4.試掘調査及び本発掘調査は伊藤正幸 (甲府市教育委員会文化財主事)が担当した。

5,発掘調査の期間及び面積は次のとおりである。

試掘調査 平成 21年 5月 27日 ～平成 21年 6月 5日 調査面積 34だ
本 調 査 平成 22年 5月 26日 ～平成 22年 7月 3日 調査面積 270.00∬

6。 本書の執筆は伊藤正幸が行い、図化作業は内藤真千子・上島光子・栗田かず子が行った。

7.本書の編集は戸沢慎― (文化振興課長)を責任者として伊藤正幸が行った。

8。 本書に係る出土遺物及び記録図面・写真等は甲府市教育委員会で保管している。

9.発掘調査参加者 (敬称略 五十音順)

池谷富士子  影山三亀次  金井いく代  坂本しのぶ  佐田かね子  古屋袈裟男

山 本  誠  渡辺百合子

凡   例

1.本書に掲載 した地図は国土地理院発行 1:200,000地形図及び甲府市発行都市計画図

1:2,500を用いた。

2.方位の表記はすべて磁北を示す。

3.土層図等に表記されている水平線の数字は海抜標高を表 し単位は「m」 である。
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第 1章 遺跡を取 り巻 く環境

第 1節 遺 跡 の 地 理 的 環 境

太良峠 (1,120m)に源を発す る相川 は、下積翠寺町を扇央部 とす る扇状地 を甲府市街

地北側 に展開す る。 この扇状地上 は永正 16年 (1519)武田信虎 によ り居館が構 え られ、

現在の甲府市の礎が築かれた場所である。

甲府市北部の水ケ森林道は、関東山地の主峰をなす奥秩父連山から派生する小尾根上を南

下する。これが荒川水系と笛吹川水系 とを分かつ尾根である。この小尾根は帯那山を越えると

西 。中 。東の 3本に分かれるが、中央の枝尾根が金子峠を通過 して湯村山を形成する。一方

東進 した尾根 は緩やかに湾曲 してさらに枝分れ し、愛宕山、瑯間が崎及び甲府盆地東部の里

山を形成する。相川扇状地の二方にこれらの枝尾根が作 り出した地形が、甲陽軍艦に記される

『左右鶴翼の如 く』の地形であることはいうまでもない。太良峠か ら武田氏館跡まで直線距離

で 4.6 kmほ どだが、標高差は 800mを測る。それに対 して館跡以南の標高差は 60m程度である。

相川扇状地の扇央部 は下積翠寺町の中央部 に見出す ことが可能である。扇端部 は湯村山

か ら朝 日二丁 目をとお り愛宕山に至 る円弧 にあて るのが適当で、それ以南では荒川 との複

合扇状地 と捉えるのがよかろう。相川扇状地 の拡が りを見たとき、標高 400mの等高線 を

基準 にす ると太良峠 と武田氏館跡中曲輪を結ぶ直線 に直行す る距離で、武田氏館跡北の位

置で 1.6 km、 山梨大学附属養護学校付近 で 2.7 km、 さ らに国立 甲府病院付近で は 2.9 kmを

測 るまでに拡が りを見せ る。武田氏館跡を含めた武 田城下町遺跡の範囲 として現状周知 さ

れている地域 は、相川以東の扇状地上で、扇央部か らの直線距離が概ね 2,580mの 円弧 に

重ね ることがで きる。

今回調査 した地点 は武 田城下町遺跡 の南端部分 に位置 し、標高 292.5mを 測 る。周辺 も

含めて開発が進行 している住宅地である。

第 2節 遺 跡 の歴 史 的 環 境

永正 16(1519)年、郵隅 ヶ崎館 の完成 に伴 い、武 田信虎が石和か ら移 り住 む。瑯問 ヶ

崎の建設が単 に居住空間あるいは防御上の好適地 としてなされた ものではな く、領国経営

の本拠地 として、家臣団の集住や商工業者の誘致 を も図 り、結果的には経済的・文化的に

も領国の中核をなす城下町の建設を目指 した ものであった。

そ して在地領主層を掌握す るとともに、権力の集中をはかろうとして有力国人層の移住

を強行 した。この方策 には栗原・逸見 (今井 )・ 大井 ら有力者の反乱を招 くが これを平定 した。

また大永元年 (1521)に は駿河の今川氏が甲斐 に攻め入 って くるが信虎 は飯田河原及 び上

条河原で迎え撃 って大勝 した。以後領内の統治 に意 を注 ぐとともに、城下町の整備を進め

ることになる。

城下町 は相川扇状地上 の南北 5 km、 東西 2.5 kmに およぶ広大な ものである。南北 5本の

街路で区画 された屋敷地区には特定の職能集団の名を付 した小路 (鍛冶小路等)や武士 の

職種を意味す る小路 (近習小路等)が存在 し、同種の職人及 び武士等の集住がある程度進

んでいたことが理解で きる。そ してそれ と同時に、武士の居住地域 と承認の居住地域 とは

明確 な分離が行われていなか ったとされ る。

『 甲府市遺跡地図』では、武田城下町遺跡 の南端部分を、甲府城二の堀 まで としている。

しか し近年、北 口周辺の再開発事業 に伴 う発掘調査では、現行住所表記 による北 ロー丁 目・
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図 1 違跡を取り巻く地形
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二丁 目・三丁 目一帯か ら中世 の遺物が検出されていることか ら、甲府城内にまで城下町が

拡が っていた ことが指摘 されている。

今回の調査地 は旧尊然寺 の寺域の一部 にあたる。 旧尊然寺 は大永年間に武田信虎 により

建立 された寺院 とされ、永禄年間に近世城下町を整備す るにあた り現在の城東へ移転 させ

られた寺院である。現地 に残 る『尊外寺旧跡碑』 によれば天正 10年 と 11年には、徳川家

康が御在陣にな った寺である旨が記 されている。

第 2章 調 査 概 要

第 1節 調 査 に至 る経 緯

武 田城下町遺跡 の範囲内において、 日本銀行か ら社員寮建設工事 に伴 ない、平成 21年

5月 11日 付 けで文化財保護法第 93条第 1項 に基づ く埋蔵文化財発掘届 けが提 出された。

届出を受 けて甲府市教育委員会 と日本銀行 との間で協議 を行 い、教育委員会が平成 21年

5月 27日 か ら平成 21年 6月 5日 までの期間 に遺跡の有無や時代・範囲・ 内容等を確認す

るため、試掘調査 を実施 した。

試掘調査の結果、城下町遺跡 に関連す る可能性のある遺構・ 遺物が確認 されたため、 日

本銀行 と協議 を行 い、発掘調査及 びその後の整理作業 を含 めた報告書刊行 までの経費を日

本銀行側 の負担 とす ること及び、発掘調査 は建物建設予定範囲で行 うことで合意 し、平成

22年 5月 24日 付 けで業務委託契約を締結 した。発掘調査 は平成 22年 5月 26日 に着手 し、

平成 22年 7月 5日 に終了 した。

第 2節 調 査 経 過

2009年 5月 27日 試掘調査着手

6月 5日 試掘調査終了

2010年 5月 24日 文化財保護法第 99条 に基づ く報告提出

5月 31日 ～ 6月 3日  重機 により荒掘

6月 3日 ～ 7月 2日 遺構 の検 出及 び記録

7月 5日 埋蔵物発見届及 び埋蔵文化財保管証提出

第 3節 試 掘 調 査

試掘調査 は、平成 21年 5月 27日 か ら 6月 5日 まで行 った。計画建物 と現状の建物 との

重複部分が多か ったため限定的な調査 に限 られた。

1号試掘溝 幅 2m、長 さ 5.5mで南北 に掘 り下 げた。客土の厚 さは 70乃至 75 cmを 測 る。

客土を除去す ると小礫及 び白色砂を含む黒色粘土層及 び茶褐色土層が確認 され、その下

層が中世 の遺物包含層 になる。表土か ら遺物包含層 まで lmを 測 る。遺物包含層 は黒色

土層及 び茶褐色土層で、検出された遺物 は小破片であるが、黒色土層中には炭化物 ブロッ

クの混入 も確認で きたことか ら当時の生活面である可能性が強い。

2号試掘溝 幅 2m、 長 さ 11.5mで東西 に掘 り下 げた。客上の厚 さは 70 cm前後を測 る。

客土 を除去す ると黒色土層及び茶褐色土層 に至 るが、 この層か ら中世の遺物及 び炭化物

ブロック等が確認 された。遺物 は西壁付近か らの出上が顕著で、中央部及び東部か らは親
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図 4 試掘調査 トレンチ配置図

指大前後の小破片が検出された。

さらに現建物の解体 に際 して、平成 22年 5月 18日 には立会調査を実施 し、現建物の基

礎 によりその下部 は攪乱 されていること及 び埋蔵文化財 は存在 しないことを確認 し、本調

査範囲を確定 させた。

第 4節 調 査 の 方 法

試掘調査及び立会調査の結果か ら本調査を実施すべ き範囲については、現状の建物 と重

複す る部分を除いた計画建物の範囲 とし、約 270ポを調査対象 とした。

試掘調査 によ り確認 された遺構面 までの上砂 は重機 により剥 ぎ取 った。

調査 に際 して、調査地 の形状 に合わせて 4m× 4mの グ リッ ドを設定 し、南東隅か ら

南北方向ヘアル ファベ ッ ト列で、東西方向に数列で表記 し、組み合わせて グ リッ ド番号 と

するとともに、南東隅の杭 によ り調査区を表現 した。

調査区の設定後、人力 により遺構確認作業を行 った。確認 された遺構 は土層観測用の畦

を残 して掘 り下 げたが、規模の小 さな柱穴等 は半裁 して掘 り下 げた。 また撹乱部分 につい

ては、調査 に影響が及ばない範囲まで事前 に土砂等を取 り除 き、 また試掘調査 による トレ

ンチ内の埋め土 は先 に除去 した。
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第 5節 層   序

調査地の東壁 (A5、 B5)及び南壁 (A5)で特徴的な層序が確認で きた。 この部分 では

土質及 び土色 によ り

I層 :明茶褐色土層

Ⅱ層 :灰 白色及 び黄褐色 の混合粘土層

Ⅲ層 :茶褐色土層

Ⅳ層 :茶褐色土層  V層 :褐色粗粒砂層

Ⅵ層 :褐色土層

Ⅶ層 :明茶褐色土層

Ⅷ層 :褐色土層

Ⅸ層 :褐色土及 び暗赤褐色土 の混合土層

の 9層及 び 1号溝跡 の覆上である黒色粘土層 に別 け られ る。 この うちⅢ層 は中世 の遺物包

含層であ り、 Ⅱ層 は近世 の造成面である可能性が強 い。南壁西端で Ⅱ層 は途切れ るが、 こ

の部分 には五輪塔 の地輪部分が確認 されている。

第 3章 遺 構 と 遺 物

今回の調査 によ り、掘立柱建物跡 1棟、溝跡 2条、土坑 2基、石組み遺構 1基及 び小竪

穴 (ピ ッ ト)が確認 された。

建 物  跡

位置 B3グ リッド

柱穴  ピッ ト 1・ 2・ 3・ 8・ 5

主軸方向 N-118° ― E

検 出状況 平面形が円形 の柱穴で、直径 15 cm前後、深 さは 10～ 15 clnを 測 る。 90 cm間

隔で 1間 × 2間の検 出状況である。ピッ ト7が補助的な柱穴 になる可能性 も否定 で きない。

また南壁中は 6基 目の柱穴 も確認 されている。

遺物 建物跡周辺か らカヮラケ、小型壺等が検 出 した。 14図 80番のカヮラケは、溶融

物 とともに、金 の付着が確認 された。

溝 状 遺 構

1号溝跡

位置 ABC5
主軸方向  N-40° 一 E

検出状況 南北方向の溝跡で、南端 は調査区外へ延 び、北端 は、建物 によ り破壊 され

ている。客土層 を含む現表土か ら 140 cmの 位置 に検 出された。幅 40 cm～ 70 clllの 細 い溝

跡で、深 さは 10 cm乃至 20 clnで ある。北か ら南へ流れた ものと思われ る。細粒砂 の堆積

は認 め られず、敷地境界を示す開渠 と思われ る。

遺物 遺物 は検 出されなか った。
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4号溝跡

291即0▲        ▲
1

12

1褐色土層 粘性強く、しまり弱い。
2階黄褐色土層

29呼側 二

2号溝跡

271,909全

291,900星

Ｃ中２＋

Ｃ・６十

バ
一

Ｂ・６＋
1茶褐色土層  炭化物若干含む。
2暗黄褐色土層 粘性。しまり強い。

ビ

一2   
と

1褐e土層   赤色及び申色土粒子を若干含む。
2,褐色土及び暗赤掲色上の混含土層。
3黒色粘土層
4明茶褐色土層 粘性強い。
5褐色土層   糟性やや強く、しまり強い。

1境乱 (暗渠埋設に伴う)

2.明茶褐色土層 赤色土粒子を含む。
3明茶褐色土層 赤色土粒子及び人頭大の礫 かヽわらけが混入する。
4灰白色及び黄掲色の混合粘土層 (近世の造成面か)

5明茶褐色土層 粘性強い。

図 9溝
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294加 里

1号土坑

3・ 4号土坑

294,200二

1.黒色土及び暗黄掲色土の混合土唐。糊隆・ しまり弱―い。

2,醸褐韓

婢1嗣 些

2号土坑 |

図
＋

294罰0里

図 10土
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2号溝跡

位置 B-2～ C2
主車由方 向 N-40° 一 E
検 出状況 南北方向の溝跡で、南端 は調査区外へ延 び、北端 は建物 によ り破壊 されて

いる。客土層 を含む現地表面か ら50 cmの 位置か ら検出された。

幅 120 cln～ 130 cllで、深 さは 25 cm乃 至 40 clllを 測 る。内部 は拳大の礫が充填 されてお

り遺物 も検 出された ことか ら、人為的に廃棄 された もの と思われ る。流路 は北か ら南で

あ る。

遺物  カワラケ及 び釘が出土 した。

土   坑

土坑 は 4基が確認 された。

1号土坑

位置 E7
検 出状況 径 60 cIIIの ほぼ円形で、深 さは 32 cmを 測 る。底部 に五輪塔の火輪を逆位 に

据 え付 けていた。掘立柱建物の一部 で、墓石 を礎石 に転用 した可能性が高 い。

遺物 五輪塔 (火輪 )

2号上坑

位置 A8
検 出状況 径 130 cmの ほぼ円

形 の土坑 で、深 さ 30 clnを 測 る。

遺物  遺物は出上 しなかった。

3号土坑

位置  C-3
検 出状況 長軸 80 clnの 不整

三角形 で 5 clnほ ど掘 りこむ。覆

土 には炭化物及 び焼土を伴 う。

遺物 カワラケ4点が出土 した。

4号土坑

位置  C-3
出土状況 長軸 120 cmの 不整

形 で、3号土坑 を切 るよ うに接

す る。掘 り込みは 5 cmほ どと浅

い。覆土 には炭化物及び焼土 を

伴 う。

/

291,800皇 Ｎ
一

1黒色土層
2黄褐色粘土層 (黒色土混入 )

3黄褐色粘土層

図 14石 組 遺 構
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石 組 遺 構

位置 D-2
検出状況 五輪塔の地輪を転用 して 4個づつ 2列 に構築されている。検出部分で北側で

は 1.6m、 南側では 1.8mを はかる。双方 とも西側 は旧社宅の基礎によりはかされていた。

東側へ続 く形跡はなか った。

地輪の外側には自―然石が存在するが、地輪 との関係は確認されなかった。また内部 に遺

物はな く、掘 り込みも確認 されなかった。暗渠あるいは開渠等の水路かとも思われるが、

内部には砂層などによる流れた形跡は確認できず、雨落ち溝として使用 されていた遺1構の

一部であるかとおもわれる。
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図版

番号

遺物
番号

土

置

出
位

遺構

番号
種別 器種

法 旦
皇

色 調 焼 成 備  考
口径 器高 底 径

2 ユ B-2 SD-2 土器 カワラケ 5YR6/6橙

2 B-2 SD-2 土器 カワラケ ( (60) 7 5YR7/4にぶい橙

2 3 B-2 SD-2 土器 カ ワ ラケ ( 7 5YR6/6橙

2 B-2 SD-2 土器 カワラケ ( (54) 75YR7/4にぶい橙 内部スス付着

2 B-2 SD-2 土器 カワラケ ( (27) (54) 75YR7/4にぶい橙

2 B-2 SD-2 土器 カワラケ ( (27) (78) 75YR7/4にぶい橙

2 7 B-2 SD-2 土器 カワラケ (62) 75YR7/4にぶい橙

2 B-2 SD-2 土器 カワラケ ( (78) 5YR6/6橙

2 B-2 SD-2 土器 カワラケ ( (60) 75YR7/4にぶい橙

2 B-2 SD-2 土 器 カ ワ ラケ ( (62) 75YR7/4にぶい橙

2 B-2 SD-2 土 器 カワラケ 75YR6/4にぶい橙

2 B-2 SD-2 土 器 カワラケ 75YR6/4にぶい橙

2 B-2 SD-2 土 器 カ ワ ラケ 75YR7/3にぶい橙

2 B-2 SD-2 土 器 カワラケ 54) (30) (76) 5YR6/6橙

B-2 SD-2 土 器 カ ワ ラケ 75YR7/3にぶい橙

B-2 SD-2 土 器 カ ワ ラケ 75YR6/4にぶい橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (100) 5YR6/6橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (80) (44) 75YR6/4にぶい橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (92) (40) 75YR7/4にぶい橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (70) (38) 75YR7/4にぶい橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (80) (17) (40) 5YR/6橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (80) (42) 75YR7/4にぶい橙

B-2 SD-2 土器 カワラケ (100) 75YR7/3にぶい橙

B-2 SD-2 土 器 カ ワ ラケ (94) (15) (58) 75YR6/6橙

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (84) (16) (50) 5YR7/4に ぶい橙

B-2 SD-2 土器 カワラケ 5YR5/1褐 灰 金付着

B-2 SD-2 土 器 カワラケ (84) (23) (40) 75YR7/6橙

B-2 SD-2 金 属 釘
厚さ
15

長さ

(50)

E-7 SK-1 石製品 火輪
幅
237

高さ
95 削り跡が顕著

B-3 SK-3 土 器 カ ワラケ (170)

B-3 SK-3 土 器 カワラケ (60)

B-4 一 括 土 器 カワラケ (30) (70) 75YR7/4にぶい橙

B-4 一括 土 器 カ ワラケ (28) (72) 10YR7/3に ぶい黄橙 焼きむら多し

C-5 一 括 土 器 カワラケ (32) (70) 75YR7/4にぶい黄橙

C-4 一 括 土 器 カワラケ 5YR6/8橙

C-4 一括 土 器 カワラケ ( (28) (66) 75YR7/4にぶい橙

B-2 一 括 土 器 カワラケ ( (25) (60) 5YR6/6橙 良 摩耗

B-2 一 括 土 器 カワラケ ( (28) (56) 75YR7/6橙 良 摩耗 (底部)

B-2 一括 土 器 カワラケ 7 5YR6/6橙

B-4 一括 土 器 カ ワ ラケ 75YR7/3にぶい橙

B-4 一 括 土 器 カワラケ (90) 75YR7/6橙

C-5 一括 土器 カワラケ (150) 7 5YR7/4に ぢゞい橙

B-2 一括 土 器 カ ワラケ (60) 75YR7/4橙

B-2 一括 土 器 カワラケ (124) (22) (58) 75YR6/6橙

C-1 一括 土 器 カワラケ (100) (27) (50) 5YR7/3橙

B-2 一括 土 器 カワラケ (100) (21) (50) 75YR7/4にぶい橙

B-2 一括 土 器 カ ワ ラケ (80) (16) (46) 5YR6/6橙 良

B-2 一 括 土 器 カワラケ (68) (13) (50) 75YR6/4にぶい橙 良

E-2 一括 土 器 カ ワ ラケ (80) (18) (40) 75YR7/6橙

B-2 一括 土 器 カワラケ (78) (14) (42) 5YR6/6橙

遺 物 観 察 表
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図版

番号

遺物

番号

出土
位置

構

号

遺

番
種別 器種

法 量
調色 焼  成 備 考

口径 器高 底径

B-2 一括 土 器 カ ワ ラケ (21) (42) 75YR5/6明 褐 良

C-1 一括 土器 カ ワ ラケ (19) (40) 5YR6/1橙

3 C-5 一括 土 器 カワラケ (70) (19) (30) 75YR7/4に ぶい橙

3 A-8 一括 土 器 カワラケ ( (27) (70) 75YR6/6橙 良

3 B-4 一括 土 器 カワラケ ( (28) (70) 10YR7/3に ぶい黄橙

3 C-5 一 括 土器 カワラケ ( 66) (34) (90) 75YR7/4に ぶい橙

3 C-4 一括 土器 カワラケ (126) (33) (62) 75Y7/4に ぶい橙 底部摩耗

3 C-3 一括 土器 カワラケ 75YR7/4に ぶい橙

3 B-3 一 括 土器 カワラケ 75YR6/6橙

3 B-2 一 括 土器 カワラケ (■ 0) 75YR6/6橙 スス付着

3 C-4 一括 土器 カワラケ (132) (30) (70) 75Y7/4に ぶい橙

3 C-4 一括 土器 カワラケ (130) 7 5YR7/6橙

3 C-5 一括 土器 カワラケ (130) 10YR7/3にぶい黄橙

3 B-2 一括 土 器 カワラケ (140) (29) (80) 5YR6/6橙 良 摩耗

C-5 一括 土 器 カワラケ 75YR7/4に なゞい橙

C-3 一括 土 器 カワラケ (180) 75YR6/6橙

4 C-2 一括 土 器 カワラケ 5YR6/6橙

4 B-2 一括 土 器 カワラケ (70) 75YR7/4に ぶい橙

4 C-2 一括 土 器 カワラケ (90) 75YR7/4に ぶい橙

4 C-5 一括 土 器 カワラケ (80) 75YR7/6橙

4 C-2 一括 土 器 カワ ラケ (60) 75YR7/4に ぶい橙

4 C-4 一 括 土 器 カワ ラケ (60) 10YR7/3に ぶい黄橙

4 C-4 一 括 土器 カワ ラケ 75YR

4 B-2 一括 土器 カワ ラケ (84) (18) (50) 5YR6/6橙 良

4 B-2 一括 土器 カ ワ ラケ (74) (13) (48) 5YR7/6橙 摩耗

4 B-2 一括 土器 カ ワ ラケ (72) (19) (40) 5YR6/6橙 良 摩耗

4 C-5 一括 土器 カワラケ (80) (20) (46) 75YR7/4に ぶい橙

4 B-2 一括 土器 カワラケ 75YR7/6橙 良 摩耗

4 C-4 一括 土器 カフラケ (80) 75YR7/4に ぶい黄橙

4 B-2 一括 土器 カワラケ 5Y5/1灰 金付着

B-4 一括 土器 釜 (200)
外 25Y5/1黄灰
内 25Y7/3に ぶい橙

C-5 一括 土器 甕 6YR5/6明褐色

A-8 一括 石製品 地輪
幅
245

高さ
211

削り跡が顕著

調査区 一括 土 器 カワラケ 150 5YR7/6橙

調査区 一括 土 器 カワラケ (104) 75YR7/4に ぶい橙

調査区 一括 土 器 カワラケ (110) (21) (62) 10YR7/4に ぶい橙

調査区 一括 土 器 カワラケ (70) 10YR7/4に ぶい橙

調査区 一括 土 器 甕底
内75YR7/6にぶい橙
外 10YR5/4にぶい黄橙

調査区 一括 土 器 すり鉢 (110) 75YR7/6橙

調査区 一 括 陶器 カワラケ
内 75YR7/1灰 白
外 75Y6/2灰オリーブ

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪
幅
弱

高さ
136

削り跡が顕著

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪
幅
215

高さ
165

削り跡が顕著

D-1,2 石組遺構 石製品 地輪
幅
215

高さ
153

削り跡が顕著

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪
幅
Ｚ

高さ
157

削り跡が顕著

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪 幅
朋

高さ
165

削り跡が顕著

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪 幅
脚

高さ
160

削り跡が顕著

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪
幅
弱

高さ
150

削り跡が顕著

D-1・ 2 石組遺構 石製品 地輪
幅
207

高さ
160 削り跡が顕著
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図版 1

東 壁 層 序 南 壁 層 序

調査地近影 (東から) 1号 土 坑

1号溝跡 (1) 1号溝跡 (2)

2号溝跡 (1) 2号溝跡 (2)
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2号土坑 (1) 2号土坑 (2)

作 業 風 景 建 物 跡

3号・4号土坑 2・ 9・ 10ピ ット

石組遺構 (1) 石組遺構 (2)
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図版 3
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図版 4
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図版 5

-26-



図版 6
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ふりがな

所収遺跡名

ふりがな

所 在 地

コ ー  ド

】ヒ糸争 東経

調査期間

調査面積

調査原因

市町村 遺跡番号

武田城下町

遺跡

ガ田れ献〔噺
”
県弾麒

三丁目
19201

３

４

５

８

４

９

2010. 5,26

2010 7 5 社員寮建設工事

270.00だ

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

武田城下町

遺跡
城下町 中世・近世 溝跡

j土
坑 中世近世の土器
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